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＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．事業活動に関連する環境の法規制を遵守します。

２ ．電力、自動車燃料の使用に伴う二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ．建設現場や事業所から排出される、一般及び産業廃棄物の削減に努めます。

４ ．水の使用量の削減に努めます。

５ ．環境に配慮した工事に努めます。

６ ．地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

環境経営方針

制定日： 2019年8月1日

代表取締役 安田　宗信

　私たちは、事業活動が環境・社会に与える負荷を認識すること。そして本業である土木工事
を通じて、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動に自主的・積極的に取り組みます。
　従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組んでまいります。
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□組織の概要
（１） 名称及び代表者名

宗建設株式会社
代表取締役 　安田　宗信

（２） 所在地
本　　　社 〒883-043

宮崎県日向市都町14番16号
土　　　場 〒883-0103

宮崎県日向市東郷町山陰丁1007
（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者　 安田　宗信 TEL：0982-53-1155
担当者 安田　知里 TEL：0982-53-1155

（４） 事業内容
土木工事業

（５） 事業の規模

（６） 事業年度 8 月 1 日 ～ 7 月

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 宗建設株式会社
対象外： なし サイト
活動： 土木工事業

□環境経営組織図

代表者

環境管理 責任者

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・エコアクション21の取組みを実施し、その状況を確認及び記録
・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

工事現場
全従業員

環境事務局

・環境関連文書、記録の作成及び管理

代表者（社長）

環境管理責任者

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

経理事務工事現場

社長 安田宗信

安田　宗信

役割・責任・権限
・環境経営に関する統括責任

環境事務局

安田知里

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認
・代表者に代わり環境経営システムを構築・運用・維持し、その状況を代表者に報告
・環境目標、環境活動計画書の作成
・外部からの苦情、要望の窓口
・全体計画立案、実施状況のまとめ
・環境活動レポートの作成

・環境管理責任者を任命
・環境経営方針の策定、見直し

25,460

31日

万円 21,330 19,990

単位

名

2021年

18,970

10

130延床面積 ㎡ 130 130

2019年 2020年

130

1010 10

売上高

項目

従業員

2022年
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□主な環境負荷の実績

単位
kg-CO2

kg
kg
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 九州電力(株)　H29年度調整後の係数　
※負荷の実績は工事現場を含む

□環境経営目標及びその実績

✕

〇

〇

〇

〇

□環境経営計画の取組結果とその評価

数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2020年

2022年

△

環境に配慮した工事の
推進

行動目標（次項による）

取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況

1,446
1,385

1月

　
・事務所を対象
・ノー残業デーの実施
・不要照明の消灯
・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

猛暑が続いたのと、冬は厳しい寒さでエアコンや暖房を例年より使
う機会が多く目標達成した月が少なかった。
継続して活動していく。

数値目標

○
　
　

✕
×

1,148 1,215 689 426 357 461554 790 520 36 450
1,090 809 490 490 381 480509 583 381 377 466

2月 3月 4月 5月 6月 7月8月 9月 10月 11月 12月

362

99%
水道水の削減

㎥ 366 362 293 359

基準年度比 2020年 99% 80% 98%

159,678 158,032

一般廃棄物の削減

kg 48 47 39 47 46

基準年度比 2020年 97% 81% 97% 96%

上記二酸化炭素排出量合
計

kg-CO2 164,617 161,324 154,627

自動車燃料による二酸
化炭素削減

kg-CO2 161,120 157,898 150,880 156,287 154,675

基準年度比 2020年 98% 94% 97% 96%

電力による二酸化炭素
削減

kg-CO2 3,497 3,427 3,747 3,392 3,357

基準年度比 2020年 98% 107% 97% 96%

総排水量 392 293

下段： (8月～11月）

（基準年) （目標） （実績） （目標）

0.463

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

基準値 2022年
評
価

2023年 2024年
上段： 通期

（目標）
(2020年)

　産業廃棄物排出量 105,170 116,090
　一般廃棄物排出量 38 39

二酸化炭素総排出量 83,264 155,266

廃棄物排出量

項　目 2021年 2022年

0

1,000

2,000

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

電力（kWh） 2020年 2022年
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自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2020年

2022年

取組紹介欄

2020年

2022年

一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2020年

2022年 3 3 3 3
4 3 3

3 3 3 4 5 3 3

7月
4 4 4 4 5 4 4 5 4

1月 2月 3月 4月 5月 6月

3

　

8月 9月 10月 11月 12月

数値目標 〇 帳票見直しによる印刷物の削減と、廃棄物の分別を徹底していき
たい。・分別の徹底 ○

・シュレッダー廃紙のリサイクル化 ○
・帳票見直しによる印刷物の削減 ×
　

5月 6月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

3,443 4,052 2,746
4,235 4,911 3,009 3,199 4,380 7,343 7,484

7月
6,980 5,271 5,253 5,975

1,022

8月 9月 10月 11月 12月

1,963 438 2,888 3,229 6,458
4,965 3,389 3,218 3,087 3,833

1月 2月 3月 4月

6月
944 1,090 1,069

555 500 798 622 711 500 664 807 874 1,366 1,430 1,119
842 807 846 1,021 932 827 895 1,090

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

8月 9月 10月 11月 12月

数値目標 〇 燃料の価格が高騰し、現場が遠方となって移動距離が多くなり、重機の稼
働率も増えたため燃料の使用量が増加した。
同じ現場の者同士は1台に乗り合わせていくことと、省エネタイプの重機の
採用に努め省エネ運転に努めることで、年度目標が達成できるよう社員全
員意識した省エネ活動を今後も推進していく。

・アイドリングストップ ○
・効率的なルートの選択 △
・省エネ重機運転の励行 △

7月1月 2月 3月 4月 5月

0

500

1,000

1,500

2,000

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

ガソリン（L) 2020年 2022年

0

2,000

4,000

6,000

8,000

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

軽油（L) 2020年 2022年

0

2

4

6

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

一般廃棄物（kg） 2020年 2022年
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水道水の削減

取組紹介欄

2020年

2022年

環境に配慮した工事の推進

取組紹介欄

現場事務所に植木鉢設置

□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

空気圧縮機・くい打ち機・削岩機等

2229 26
33

取組結果とその評価、次年度の取組内容

23 28 28 21 21
34 33

・廃棄物の再資源化の推進
・顧客クレーム削減
・作業ミスの防止

評価中であり、全ての項目が〇になるよう努める。

フロン排出抑制法 空調機

取組結果とその評価、次年度の取組内容

適用される事項（施設・物質・事業活動等）
産業廃棄物（廃プラ、廃ガラス、廃油等）、一般廃棄物

建設リサイクル法 解体工事、建設副産物
騒音規制法

○

達成状況

△
△
△

適用される法規制
廃棄物処理法

・工事の効率化

32 30 31
22
3230 28 29 27 27

26 23 24

3月 4月 5月 6月 7月8月 9月 10月 11月 12月 1月

　
　

達成状況

〇
○・節水シールの貼り付けとポスター掲示

2月

社員一人一人、節水を意識していく。数値目標

　

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

0

10

20

30

40

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

水道水（㎥） 2020年 2022年
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□緊急事態対応訓練

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

□代表者による全体の評価と見直し

作成日　2023/8/31
環境事務局による見直しに必要なコメント 作成者　安田知里

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記載日　2023/8/31
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　安田宗信

EA-21の運用を継続して活動を推進していくことで、社員の環境に対する意識が向上してきている。
価格高騰により材料、燃料の高騰が懸念されるが、今後は各項目で微量でも目標達成していき、
環境に配慮した行動に努めていく所存です。

2022/9/9 事務所
社長、黒木、佐藤、安田、椋田、

１.環境経営目標とその達成状況
　環境経営目標項目（電気・燃料・水道）は未達成項目もあるが、節約する意識が高まったことで電気を除いて目標を達成するこ
とができた。
　今後の課題としては、引き続き電気・水道の削減とエコドライブの実施、相乗りを推奨し燃料削減に努めていく。

2.環境経営計画の実施状況
　環境負荷削減策を継続していきたい。

3.環境関連法規の見直し・遵守状況
　環境慣例法令等は順守されていて引き続き継続して意識を高めたい。

4.外部からの苦情などの受付結果
　外部より苦情・要望等3年間なし。

手順通りに実施できた。

地震発生による火災発生と避難訓練

消火器の使用方法・設置個所について参加者全員で再確認した。
使い方を忘れている者が多かったため、定期的に実施する必要がある。
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